
H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度～

引続き、まちづくり相談員派遣によるまちづくり活動の支援

 平成３０年度末の策定を目指して作業を進める
 東京五輪開催までに整備すべきものについては、整合を図りつつ、先行して整備を行う

４４ スケジュールスケジュール

都市づくり部
都市計画課

２２ 対象とする区域(案)対象とする区域(案)

 エリアごとの特性や動向等を踏まえ、「主要事業者動向調査業務（H28）」、「まちづくり
活動支援業務（H27～）」、「ヒアリング・現況調査及び検討会運営業務（H28・29・
30）」を実施する

 これにより、各エリアのまちづくり・都市開発を把握・誘導するとともに、エリア全体
の総括的なビジョン策定を図る

３３ 策定に向けた業務策定に向けた業務

まちづくり相談員の派遣等によ
る、地元主体でのまちの将来像
の検討支援

予算要求
庁内調整

ヒアリング調査の
実施

現況調査の実施

パブコメ・意見取り
まとめ
都計審・議会等への
報告

優良な計画への誘導・支援
（都市計画手法等）

ビジョンに基づいた必要な
事業の実施

意見の取りまとめ
素案の検討
将来像達成への誘導

策
定
・
公
表

素
案
の
提
示

調
査
開
始

 文化・観光施設、豊富なみどりが集積
 上野「文化の杜」新構想の推進
 上野駅との連続性や、文化・観光関連施設のさらな
る拡充の必要性

上野公園エリア上野公園エリア

 区役所・警察署・消防署等の公共施設が集積
 東上野四・五丁目まちづくりガイドラインを策定済
 災害時の行政機能の継続、昭和通り上野駅周辺との
連続性の必要性

複合市街地エリア複合市街地エリア

 にぎわいの拠点として「アメ横」を抱える
 御徒町駅周辺ではまちづくり・市街地整備が進捗
 市街地の老朽化による、市街地の更新の必要性
 秋葉原駅周辺、湯島・本郷との連携の必要性
 上野駅の交通結節機能、まちの拠点機能、上野公園
との連続性の強化が求められる

 上野駅と一体となった周辺市街地の整備が望まれる
 現在、JR上野駅公園口周辺整備の事業を実施中

副都心上野エリア副都心上野エリア

１１ 策定の背景と目的策定の背景と目的

 当地区は豊富な資源を抱えるとともに、副都心の一つとして位置づけられ、「都市計画
区域マスタープラン」では、文化観光の拠点となる副都心を形成することとされている

 近年は、このような資源を活かしきれず、相対的な都市活力の低下が懸念される中、効
果的なまちづくりの進展が見られない状況である

 そこで、『(仮称)上野地区まちづくりビジョン』を策定し、民間活力を活用しつつ、地
元主体の計画的・一体的なまちづくりを推進し、「文化・観光を核とした国際競争力強
化に資する拠点の形成」を図る

 地区の特性
 上野公園を中心としたみどり・文化施設の集積
 アメ横のにぎわい、御徒町の専門店の集積 等

 地区の特性
 上野公園を中心としたみどり・文化施設の集積
 アメ横のにぎわい、御徒町の専門店の集積 等

 これまでの成果・動向
 地下駐車場の整備
 大江戸線の開通

 歩行者デッキの整備
 地区計画の策定 等
 歩行者デッキの整備
 地区計画の策定 等

 残された課題
 不明確な主体
 計画性・一体性不足

 残された課題
 不明確な主体
 計画性・一体性不足

 相対的な拠点性の低下
 行政での整備の限界 等
 相対的な拠点性の低下
 行政での整備の限界 等

 社会情勢等の変化
 東京五輪開催決定
 東日本大震災の発生

 社会情勢等の変化
 東京五輪開催決定
 東日本大震災の発生

 政策誘導型都市づくり
 区域マス等の改定 等
 政策誘導型都市づくり
 区域マス等の改定 等

文化・観光を核とした
国際競争力強化に資する

拠点の形成

(仮称)上野地区
まちづくりビジョン
(仮称)上野地区

まちづくりビジョン
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上野公園
エリア
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複合市街地
エリア

複合市街地
エリア

副都心上野
エリア

副都心上野
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動向調査等による、
市街地開発の蓋然性
確保

検
討
会
立
上

（仮称）上野地区
まちづくりビジョン
（仮称）上野地区
まちづくりビジョン
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民間活力の誘導

一体的・計画的な一体的・計画的な

まちづくり

まちの特性に応じたまちの特性に応じた

まちづくり

 エリア全体の総括的なま
ちづくりイメージを作成

 エリア全体の総括的なま
ちづくりイメージを作成

ヒアリング・現況調査

検討会運営

 関係者の参画により、ま
ちの将来像を議論・検討

 関係者の参画により、ま
ちの将来像を議論・検討

取り
まとめ
取り
まとめ

まちづくり活動支援

 副都心上野まちづくり協
議会への相談員派遣等に
より、地元主体の地域特
性に応じた将来像・方策
の検討を支援

 副都心上野まちづくり協
議会への相談員派遣等に
より、地元主体の地域特
性に応じた将来像・方策
の検討を支援

主要事業者動向調査

 開発誘導方策検討調査に
より、複数の民間事業者
による連鎖的な都市開発
の誘導や実現のために必
要な方策の検討を行う

 開発誘導方策検討調査に
より、複数の民間事業者
による連鎖的な都市開発
の誘導や実現のために必
要な方策の検討を行う

まとめ
取り
まとめ

予算要求
庁内調整
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谷中谷中

対象区域(案)対象区域(案)

上野公園
エリア
上野公園
エリア

複合市街地
エリア

複合市街地
エリア

副都心上野
エリア

副都心上野
エリア

副都心上野まちづくり
協議会の区域

（まちづくり活動支援）

開発を誘導する区域
（主要事業者動向把握）

 副都心の区域を軸に、まちづくりの機運や市
街地更新・拠点性向上の必要性、周辺エリア
との連続性を考慮し区域を設定する

支援支援

資料２


